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後発医薬品の使用促進策の影響及び実施状況調査
3月22日の中央社会保険医療協議会にて令和4年度診療報酬改定の結果検証における特別
調査の報告案が示されました。公表された資料より、一部ご紹介します。
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調査の目的について

本調査では、令和４年度診療報酬改定で実施された後発医薬品の使用促進策により、保
険薬局における一般名処方の記載された処方箋の受付状況、後発医薬品の調剤状況や備蓄
状況、保険医療機関における一般名処方の実施状況、後発医薬品の使用状況や医師の処
方などがどのように変化したかを調査・検証するとともに、医師、薬剤師及び患者の後発医薬品
に対する意識について調査・検証を行うことを目的としています。

対象と回収状況結果

〇 対象：無作為に抽出した1,500件
〇 回収結果：有効回答数（施設数）481 件、有効回答率は32.1%

結果

 薬局の概要
• 組織形態については、「会社」が 90.6％と最も多い結果でした。
• 同一グループ等による薬局店舗数の分布は、「1店舗」が 18.1%、「2～4店舗」が
20.4％、「200 店舗以上」が 19.1％でした。

 届出の状況（令和4年11月1日現在）
• 調剤基本料について「調剤基本料 1」が 69.4%、「調剤基本料 2」が 2.3%、「調剤基
本料 3 イ」が 6.0%、「調剤基本料 3 ロ」が 5.6%、「調剤基本料3ハ」が13.3%、「特
別調剤基本料」が 0.8%でした。

• 地域支援体制加算について「届出（算定）あり」が 37.6％、「届出（算定）なし」が
56.5％でした。

• 後発医薬品調剤割合の分布は、令和3年8月～10月、令和4年8月～10月とも「85%
以上～90%未満」が最も多く、それぞれ 30.6％、32.2％でした。（図1）
（図１）後発医薬品調剤割合と後発医薬品調剤体制加算の算定基準との関係
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取扱いの適用の有無は、適用「あ
り」が 32.2％、「なし」が 62.8%でし
た。（図2）

あり：32.2 なし：62.8 無回答：5.0

（図２）供給停止となっている後発医薬品等の診療報酬上の臨時的な取扱いの適用 （n=481）

図3①一般名処方された医薬品の
品目数割合は、52.8％で、令和3
年度調査より3.0ポイント増加しまし
た。
「変更不可」となっている医薬品の
品目割合は、先発医薬品（準先
発品）で処方された場合は3.9％
（図3③‘）、後発医薬品で処方さ
れた場合は0.4％（図3⑤）でした。
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③’前記②のうち、「変更不可」となっている医薬品の品目数割合 3.9% 4.7%

③前記②のうち、「変更不可」となっていない医薬品の品目数割合 25.3% 28.9%

13.6% 12.1%

⑤前記④のうち、「変更不可」となっている医薬品の品目数割合 0.4% 0.7%

⑤’前記④のうち、「変更不可」となっていない医薬品の品目数割合 13.2% 11.4%

4.3% 4.5%

100.0% 100.0%

①一般名で処方された医薬品の品目数割合

②先発医薬品（準先発品）名で処方された医薬品の品目数割合

④後発医薬品名で処方された医薬品の品目数割合

⑦処方箋に記載された医薬品の品目数割合の合計

⑥その他（漢方製剤など、先発医薬品・準先発品・後発医薬品のいずれ
　にも該当しない医薬品）の品目名で処方された医薬品の品目数割合

（図３）1週間の取り扱い処方箋に記載された医薬品の品目数割合と対応状況別品目数割合（抜粋）

「後発医薬品を選択した医薬品」
が 85.3％、「先発医薬品を選択し
た医薬品」が 14.7％でした。（図
4）
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後発医薬品を選択した医薬品の品目数割合
先発医薬品（準先発品を含む）を選択した医薬品の品目数割合

（図４）一般名で処方された医薬品における後発医薬品の調剤状況（ｎ=115,960）

「後発医薬品に変更した医薬品」
の割合は 44.4％、「後発医薬品に
変更しなかった医薬品」の割合は
55.6％でした。（図5）
後発医薬品を調剤しなかった理由
では、「後発医薬品が薬価収載され
ていないため、後発医薬品に変更で
きなかった医薬品目数」が 59.2％で
最も多く、「患者が希望しなかったた
め、後発医薬品に変更できなかった
医薬品目数」は 19.9％でした。
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（図５）先発医薬品（準先発品）名で処方された医薬品で「変更不可」となっていない医薬品に
おける、後発医薬品に変更した医薬品の割合（抜粋）

先発医薬品を後発医薬品に変更した医薬品の品目数割合
先発医薬品を調剤した医薬品の品目数割合
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 供給停止となっている後発医薬品等の診療報酬上の臨時的な取扱いの適用

 １週間の取り扱い処方箋の内訳

 一般名で処方された医薬品における後発医薬品の調剤状況

 先発医薬品（準先発品）名で処方された医薬品で「変更不可」となっていない医薬品
における、後発医薬品に変更した医薬品の割合

※ 令和４年調査期間は12月12日～12月18日、令和３年調査期間は8月17日～8月23日

https://med.towayakuhin.co.jp/medical/admininfo.html

